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会  議  録 

会議の名称及び会議の回 令和６年度 第１回飯田市上下水道事業運営審議会 

開催日時 令和６年６月24日（月） 午前10時00分から午前11時20分まで 

開催場所 飯田市役所 ３階 C311～312会議室 

出席委員氏名 
原優、田中徹也、菅沼文秀、木下容子、西村よし子、澤口総八、大澤

幸子、鋤柄富男、小平節美 

欠席委員氏名 羽場義人、玉置節子 

傍聴者 なし 

出席事務局職員氏名 

佐々木上下水道局長、加藤経営管理課長、栁澤水道課長、関島下水道

課長、原下水浄化センター所長、筒井経営管理課長補佐兼上水道経理

係長、塩澤水道課長補佐兼上水道整備係長、竹村所長補佐兼施設管理

係長、大島下水道経理係長、遠山下水道整備係長、加藤庶務係長兼料

金係長 

会議の概要 以下のとおり 

           

｢敬称略とする｣ 

 

１ 開 会 

（加藤経営管理課庶務係長） 

ただいまから、令和６年度第１回飯田市上下水道事業運営審議会を開催する。議事に入るまでの間、

私が進行する。 

 

２ 委嘱状交付 

（加藤経営管理課庶務係長）  

委員の皆様に市長から委嘱状を交付する。市長が席に参ったら、ご起立をお願いしたい。 

 

 （佐藤市長） 
委員の席に行き、それぞれに委嘱状を交付。 

 

（加藤経営管理課庶務係長）  
本日欠席されている委員には、後ほど事務局から委嘱状を届ける。 
 

３ 会議の成立 

（加藤経営管理課庶務係長）  

飯田市上下水道事業運営審議会条例第６条の規定により、会議の成立には委員 11 人の過半数であ

る６人の出席が必要である。本日の出席委員は９人であり、会は成立している。 

 

４ 理事者挨拶 

 （佐藤市長） 

令和６年度の第１回飯田市上下水道事業運営審議会ということで皆様にお集まりいただいた。 

ただいま、委嘱状を交付させていただいたが、令和８年５月23日までの２年間、委員をよろしくお

願いしたい。 

この運営審議会は、上下水道をどのような形で運営していくのか、新しく大きな動きがある時に、

委員の皆様にお諮りをして決めていくということである。市民の代表として皆様には委員をお務めい

ただきたい。 

今回、委員の改選があったが、前期の委員の皆様には、大変重い審議をしていただいた。 

昨年度は、水道事業経営戦略の改定、下水道事業経営戦略の改定が行われた。水道事業経営戦略の

改定にあたっては、15年振りの水道料金の改定について、前々年度から前年度前半まで何度も審議を
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していただき、決定していただいた。 

市民の皆さんにとっては毎日使用している水道の料金ということで、非常に大きな影響のあるもの

で、これをどのように決めていくかという、非常に難しい議論を審議会の中でしていただいた。 

今年の 1月 1日に発生した能登半島の地震では、上下水道ともに大きく被害を受けたが、耐震化の

有無で被害の出方が非常に違っていた。 

水道料金の改定も、長期的、安定的に飯田市の水道事業を運営していくために、これだけのお金が

必要になるので、将来の皆さんのためにもこの時期から少しずつ値上げをお願いしたいということで

ご決定いただいたわけだが、やはり、水道事業、下水道事業、いずれもライフラインとして大変重要

なものであり、これを、長期的、安定的に運営していくという課題に対してどのように移行していっ

たらいいのか、皆様にお諮りして決めていただくという大変重要な審議会になる。 

改めて、２年間となるがよろしくお願いしたい。 

本日の会議は協議事項がないので、上下水道の状況についてご説明をさせていただきたい。 

新任の委員の方もいらっしゃるので、ぜひわからないところや、日頃ここはどうなっているのかと

思っていらっしゃるところを、忌憚なくご指摘いただき、皆さんの間での理解を深める審議会になれ

ばと考える。 

どうぞよろしくお願いいたしたい。 

 

５ 会長及び副会長の選任について 

(1) 委員自己紹介 

（加藤経営管理課庶務係長）  
   新しい委員もいるため、ここで名簿順に自己紹介をお願いする。 
 
（委員各位） 

名簿順に自己紹介 
 

(2) 会長等の選任 

（加藤経営管理課庶務係長）  

審議会条例第５条の規定により、審議会におく会長、副会長は、委員が互選するとなっている。 

まず、会長の選任についてご意見はないか。 

 

（澤口委員） 

上下水道施設の中で重要な施設である松尾浄化管理センターがある松尾地区のまちづくり委員会会

長である鋤柄委員を推薦する。 

 

（加藤経営管理課庶務係長）  
ただいま、会長を鋤柄委員にお願いしたいとの意見が出ているが、他にご意見はないか。 

 

（委員） 
なし。 

 

（加藤経営管理課庶務係長）  
意見がないようなので、会長の選任について、出された意見のとおり、会長を鋤柄委員にお願いす

ることに賛成の方の拍手を求める。 
 
（委員） 

拍手多数。 
 

（加藤経営管理課庶務係長）  
拍手多数と認め、会長には鋤柄委員を選任する。次に、副会長の選任についてご意見はないか。 
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（鋤柄会長） 

木下委員にお願いしたい。 
 

（加藤経営管理課庶務係長）  
ただいま、副会長を木下委員にお願いしたいとの意見が出ているが、他にご意見はないか。 

 

（委員） 
なし。 

 

（加藤経営管理課庶務係長）  
意見がないようなので、副会長の選任について、副会長を木下委員にお願いすることに賛成の方の

拍手を求める。 
 
（委員） 

拍手多数。 
 

（加藤経営管理課庶務係長）  
拍手多数と認め、副会長には木下委員を選任する。 

 

(3) 会長挨拶 

（鋤柄会長） 

改めまして、松尾地区の鋤柄です。皆様からご推薦いただき上下水道運営審議会の会長となった。

よろしくお願いしたい。 

今、話があったとおり、松尾地区には浄化管理センターがある。飯田市の約6万 8000 人相当分の下

水処理をする施設で、この大きな施設のある地区の会長ということで推薦されたわけだが、日頃、様

子を見ていると、飯田市もその維持管理に苦労されていると伺っている。 

また、先ほど市長の話にもあったが、今年1月の能登半島での大地震では、インフラに大きな被害

が出て、復旧には時間を要するとお聞きしている。上下水道というものは、特に我々生活するにあた

って大事なインフラなので、1 年２年の話ではなく、何十年にわたって安心安全な上下水道でなけれ

ばならないということを、今回の事で強く感じたところだ。 

そこを踏まえ、我々、審議会のメンバーとしては、真摯に受け止めて、上水道それから下水道の事

業に関してしっかり見極めていきたい。見てそれから意見を申していきたいと考えているので、よろ

しくお願いしたい。 

 

（加藤経営管理課庶務係長）  
佐藤市長は次の公務のため、ここで退席させていただく。 

 

(4) 職員自己紹介 

（職員各自） 

職員自己紹介。 

 

（加藤経営管理課庶務係長）  

審議会条例第６条第１項の規定により、会長が議長を務めることになっているため、これからの進

行は、鋤柄会長にお願いする。 

  

６ 会議録において発言要旨及び委員氏名を公開することの同意について 

（鋤柄会長） 

事務局から説明されたい。 

  

（加藤経営管理課長） 

本会議の発言の要旨の公表用会議録への記載については、記載する内容についての発言をした委員
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の確認を得て行うものとする。 

ただし、発言した委員の氏名については、会議に出席した委員全員の同意が得られた場合に限り記

載するものとしているので、本日の会議録における発言委員の氏名の公表について同意いただける

か伺う。 

   

（鋤柄会長） 

ただ今説明があった氏名記載の公開についていかがか。 

 

（委員） 

異議なし。 

 

（鋤柄会長） 

会議の内容の公開にあたっては、発言された委員の氏名も併せて公開することとする。 

 

７ 報告事項 

(1) 上下水道事業の説明について 

（鋤柄会長） 

上下水道事業の説明について、事務局から説明されたい。なお、質疑は全ての説明が終了した後、

一括でお願いしたい。 

 

ア 水道事業について 

 （栁澤水道課長） 

水道事業の概況、令和６年度事業について説明。 

 

（加藤経営管理課長） 

  水道料金改定に関する対応報告。 

 

イ 下水道事業（管路施設）について 

 （関島下水道課長） 

下水道事業（管路施設）の概況、令和６年度事業について説明。 

 

ウ 下水道事業（処理施設）について 

 （原下水浄化センター所長） 

下水道事業（処理施設）の概況、令和６年度事業について説明。 

 

（鋤柄会長） 

   上下水道事業について説明があったが、皆さんから質問等はあるか。 

私から一つ。浄化センター内の非常用発電設備の内水対策はどうなっているか。 

 

 （原下水浄化センター所長） 

昨年度の事業で、耐水化工事として建屋の入口に耐水板を貼り、水が入らないように工事を行った。 

ただ、100％のものではないので、本当に水が入ってきた場合には処理場が早期に復旧することが目

的であるので、将来的には、機械等をさらに高い位置に設置するということも必要になると考える。 

  

（鋤柄会長） 

   他にはよろしいか。 

 

 （委員） 

   なし。 

 

（鋤柄会長） 

   それでは、上下水道事業については、そのようなことでご承知おきいただきたい。 
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(2) マイクロ水力発電事業について 

（鋤柄会長） 

   事務局から説明されたい。 

 

（栁澤水道課長） 

マイクロ水力発電事業について説明。 

 

（鋤柄会長） 

マイクロ水力発電事業について説明があったが、皆さんから質問等はあるか。 

 

（委員） 

なし。 

 

（鋤柄会長） 

マイクロ水力発電事業について、そのようなことでご承知おきいただきたい。 

 

(3）条例の一部改正について 

 （鋤柄会長） 

   事務局から説明されたい。 

 

 （加藤経営管理課長） 

条例の一部改正について報告。 

  

（鋤柄会長） 

条例の一部改正について説明があったが、皆さんから質問等はあるか。 

 

（委員） 

 なし 

 

（鋤柄会長） 

 条例の一部改正について、そのようなことでご承知おきいただきたい。 

 

８ その他 

 （鋤柄会長） 

 全体を通して質問意見等あるか。 

 

（委員） 

 なし 

 

（鋤柄会長） 

   市のほうから何かあるか。 

 

（加藤庶務係長） 

上下水道施設の見学会を、7月 28日（日）に行う。見学場所は、妙琴浄水場と松尾浄化管理センタ

ー、先着40名で、申込期限は7月 23日である。 

広報いいだと飯田市のウェブサイトに掲載、募集開始する。審議委員の皆様も、ぜひ、ご参加いた
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だきたい。 

 

（佐々木局長） 

本日は、お忙しい中ご協議を賜りまして、心より感謝を申し上げる。 

本日は、今年度の上下水道事業の実施事業を中心に説明をさせていただいた。 

冒頭、市長及び会長からも話があったが、能登半島地震においては、耐震対策が施されてない上下

水道施設の復旧が長期化しているところから、施設の耐震対策の必要性が示されたと思っている。 

上下水道事業の人口減に伴う収益の減少の時代ではあるが、引き続き経営戦略に基づいた必要な老

朽対策、耐震対策を進めるとともに、ウォーターPPP 等の民間の技術を最大限活用した最適な施設管

理をし、維持していく必要があるということを認識している。 

運営審議会の委員の皆様の任期は２年間である。お仕事等ご多忙と存じますが、格別なご配慮のも

と、ご出席を賜りますようお願い申し上げる。 

上下水道事業を最も身近なインフラとして関心をお寄せいただくとともに、今後も飯田市政に深い

ご理解とご協力を重ねてお願い申し上げる。 

以上、委員の皆様へのお礼とお願いを申し上げ、私からの挨拶とさせていただく。 

本日は誠にありがとうございました。 

 

（鋤柄会長） 

これで、令和６年度第１回飯田市上下水道事業運営審議会を閉会とさせていただく。 

 


